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小林 良二（こばやし りょうじ） 

副 院 長  （S58 年度卒） 

経 歴 

昭和 59 年  3 月 旭川医科大学卒業  

昭和 59 年  5 月 北海道大学医学部附属病院小児科医員(研修医)  

昭和 60 年  4 月 国立札幌病院小児科研修医  

昭和 61 年  4 月 北海道社会事業協会帯広病院小児科医師  

昭和 63 年  4 月 釧路赤十字病院小児科副部長  

平成 元 年  4 月 北海道大学医学部附属病院小児科医員  

平成 10 年  4 月 北海道大学医学部附属病院小児科助手  

平成 16 年 11 月 北海道大学病院小児科講師  

平成 19 年  4 月 札幌北楡病院小児科部長 

令和 2 年  4 月 北海道大学客員教授併任 

令和 4 年  4 月 札幌北楡病院副院長 

資 格 

日本小児科学会専門医・指導医  

日本血液学会専門医・指導医  

日本小児血液・がん学会認定小児血液・がん指導医・専門医  

日本造血・免疫細胞療法学会造血細胞移植認定医  

医学博士(H6.3 北海道大学)  

細胞治療認定管理師 

所属学会 

日本小児科学会  

日本血液学会(評議員)  

日本小児血液・がん学会(評議員)  

日本造血細胞移植学会(理事 H24.2～R6.3、監事 H22.2～H24.2、評議員)  

日本医真菌学会  

American society of pediatric hematology and oncology 
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研究会 

小児再生不良性貧血治療研究会(幹事)  

小児白血病研究会(JACLS)(運営委員)  

 

委員会 

日本小児血液・がん学会 教育・研修委員会委員  

日本造血・免疫細胞療法学会 専門医委員会委員 、あり方委員会委員 、 

移植施設認定委員会委員  

日本骨髄バンク 医療委員会委員  

日本小児がん研究グループ(JCCG) リンパ腫委員会委員 

 

その他 

北海道臍帯血バンク判定委員会委員  

北海道血液同好会評議員・監事  

北海道小児血液・がん研究会幹事  

北海道血友病研究会幹事  

 

受賞歴 

真菌症フォーラム第 23 回学術集会(2017) 奨励賞  

真菌症フォーラム第 22 回学術集会(2016) トラベルグラント  

 Eminent Scientist of the year 2008, International Award in the field of Hematology and 

Oncology (International Research Promotion Council)  

真菌症フォーラム第 13 回学術集会 トラベルグラント 
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業 績 

論 文 

 中館尚也、小林良二、簗詰美智子、西基、服部拓哉、畑江芳郎、武田武夫. 
ウイルムス腫瘍の治療における合併症の検討. 小児科診療 1985; 48: 
2156-2160 

 西基、小林良二、中館尚也、畑江芳郎、武田武夫、高杉信男、佐藤泰昌、

花井潤師. 神経芽細胞腫スクリーニング発見例に対する画像診断法 －数

量化による評価の試み－ 小児科診療 1986; 49: 423-426 
 小林良二、西基、中館尚也、畑江芳郎、武田武夫、梶原昌治、山城勝重、

宮川明. Burkitt's lymphoma の 4 症例. 小児科診療 1986; 49: 1604-1608 
 中館尚也、小林良二、西基、畑江芳郎、武田武夫. 術前化学療法として行

った抗がん剤の動脈内持続注入法の抗腫瘍効果と副作用. 小児科診療 
1986; 49: 1609-1613 

 西基、小林良二、中館尚也、畑江芳郎、武田武夫、高杉信男、佐藤泰昌、

花井潤師. 尿中 VMA・HVA 値の季節変動 －神経芽細胞腫マススクリー

ニングの立場から－ 小児科診療 1986; 49: 1244-1248 
 西基、小林良二、中館尚也、畑江芳郎、武田武夫、高杉信男、佐藤泰昌、

花井潤師. 神経芽細胞腫マススクリーニング精検例の 24 時間尿中 VMA・

HVA 値による真陽性者・偽陽性者判別の意義. 小児科診療 1986; 49: 
1614-1618 

 西基、小林良二、簗詰美智子、中館尚也、服部拓哉、畑江芳郎、武田武夫. 
水痘病勢の数量化による評価の試み、および病勢と血清 lactate 
dehydrogenase 値との相関. 小児科臨床 1986; 39: 1059-1061 

 中館尚也、小林良二、西基、畑江芳郎、武田武夫. ウイルムス腫瘍と横紋

筋肉腫における Adjuvant therapy による副作用の比較. 日本小児科学会

雑誌 1986; 90: 1305-1309 
 武田武夫、畑江芳郎、中館尚也、西基、小林良二. ハイリスク群急性リン

パ性白血病における中枢神経浸潤について. 医療 1986; 40: 542-545 
 中館尚也、小林良二、西基、畑江芳郎、武田武夫. 血小板減少状態にある

悪性腫瘍患児への経皮的中心静脈カテーテル穿刺の安全性とその長期使

用. 臨床血液 1986; 27: 1345-1349 
 中舘尚也、小林良二、西基、畑江芳郎、武田武夫、梶原昌治、宮川 明. 寛

解導入中に消化管出血と腸穿孔を合併したバーキット・リンパ腫の 2 症例. 
臨床血液 1986; 27: 1427-1431 
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 西基、小林良二、中館尚也、畑江芳郎、武田武夫. Methotrexate 大量療法

における血中濃度低下遅延例の検討. 小児科診療 1987; 50: 1567-1572 
 西基、小林良二、中館尚也、畑江芳郎、武田武夫、三国主税. Calcium 拮

抗剤と Vincristine の併用による急性リンパ性白血病再発時の治療. 小児

科診療 1987; 50: 252-256 
 西基、小林良二、簗詰美智子、中館尚也、服部拓哉、畑江芳郎、武田武夫. 

水痘患児にみられた血清 GOT・LDH 値の変化. 小児科臨床 1987; 40: 
1142-1145 

 中館尚也、有岡秀樹、畑山由起子、畑江芳郎、武田武夫、小林良二、信太

知、西基、服部拓哉. 悪性腫瘍患児への経皮的鎖骨下静脈穿刺法による中

心静脈カテーテル留置の安全性の検討. 日本小児科学会雑誌 1987; 91: 
3475-3480 

 中館尚也、小林良二、西基、畑江芳郎、武田武夫. シスプラチンの臓器内

残留濃度と腎組織障害性の検討 . 日本小児科学会雑誌  1987; 91: 
3302-3306 

 中館尚也、小林良二、簗詰美智子、西基、服部拓哉、畑江芳郎、武田武夫. 
Pre-B 細胞マーカーおよび骨髄細胞マーカーを有する芽球を伴って急性転

化した成人型慢性骨髄性白血病の 1 小児例. 臨床血液 1987; 28: 76-80 
 小林良二、田島敏広、細田昭夫、高橋豊、日野和雄. 生直後に重症黄疸・

心不全を呈した Rh(E･c)不適合の 1 例. 小児科診療 1988; 51: 2607-2610 
 小林良二、田島敏広、細田昭夫、高橋豊、日野和雄、田原泰夫、桑島滋、

関下芳明. 口唇口蓋裂を合併した胸部腎の 1 例. 小児科診療 1988; 51: 
2420-2422 

 中館尚也、間峡介、有岡秀樹、簗詰美智子、小林良二、信太知、畑山由起

子、西基、服部拓哉、石川順一、畑江芳郎、武田武夫. 小児白血病におけ

る BHAC･AMP 療法と BHAC･DMP 療法の消化器及び泌尿器合併症につ

いて －アクラシノマイシン A による消化管障害と泌尿器障害－ 日本小

児科学会雑誌 1988; 92: 2120-2124 
 小林良二、細田昭夫、高橋豊、日野和雄 Nifedipine による小児ア

カラシア治療の 1 経験. 日本小児科学会雑誌 1988; 92: 156-159 
 小林良二、田島敏広、石黒信久、高橋豊、早坂俊興、松浦信夫. 偽性副甲

状腺機能低下症の 1 家系. 小児科診療 1989; 52: 1529-1533 
 小林良二、間峡介、寺井格、高橋徹男、牧瀬好弘、永島哲郎. 未熟児肺出

血に対する人工サーファクタント療法. 小児科臨床 1989; 42: 1199-1203 
 田島敏広、小林良二、石黒信久、高橋豊. Teratoma/Gonadoblastoma を合

併した 46XY, pure gonadal dysgenesis の 1 例. 小児科診療 1990; 53: 
1242-1246 
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 小林良二、鹿野高明、石川順一、佐竹明、山田諭、鴫原一恵、三河誠、石

川信義. 小児の輸血における白血球除去フィルターの使用経験. 小児科診

療 1990; 53: 2943-2946 
 小林良二、間峡介、寺井格、高橋徹男、牧瀬好弘、永島哲郎. Dexamethasone

経口投与による Wilson-Mikity 症候群の 1 治療例. 小児科臨床 1990; 43: 
1678-1682 

 柴田睦郎、富樫武弘、成田光生、石川順一、小林良二、日向平明、清水隆、

長谷直樹、松本脩三、佐竹良夫、石川信義、桑島滋、菊田英明、大川正人. 
輸血歴を有する各種疾患患児及び散発性非 A 非 B 型肝炎患児の C 型肝炎

ウイルス抗体保有率. 日本小児科学会雑誌 1990; 94: 2257-2258 
 小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一、大川正人、佐竹明、石川信義、

佐々木聡、佐竹良夫、川口真男. 小児慢性骨髄性白血病の治療経験. 小児

科臨床 1991; 44: 1268-1272 
 酒井昇、本間明宏、犬山征夫、大橋正實、石川順一、内藤広行、小林良二. 

小児の喉頭に原発した悪性リンパ腫症例. 日気食会報 1991; 42: 255-258 
 石川順一、小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川信義、佐竹良夫、桑島滋、

高瀬愛子、我妻義則、山田豊、小堤圀雄. 小児急性リンパ性白血病の晩期

再発. 日本小児科学会雑誌 1991; 95: 2211-2215 
 石川順一、有岡秀樹、小林良二、内藤広行、鹿野高明、佐竹良夫、石川信

義、桑島滋. 小児急性白血病の治療成績 －1977～1990－ 臨床小児医学 
1991; 39: 195-202 

 小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一. 喉頭原発の non Hodgkin's 
lymphoma (stageⅠ)の 1小児例. 日本小児血液学会雑誌 1991; 5: 418-421 

 小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一、佐々木聡、佐竹良夫、大川正

人. RAEB in Tに対する同種骨髄移植 皮膚のみにあらわれた重症GVHD
の 1 例. 日本小児血液学会雑誌 1991; 5: 91-95 

 Naito H, Kuzumaki N, Uchino J, Kobayashi R, Shikano T, Ishikawa Y, 
Matsumoto S. Detection of tyrosine hydroxylase mRNA and minimal 
neuroblastoma cells by the reverse transcription-polymerase chain 
reaction. Eur J Cancer 1991; 27: 762-765 

 鹿野高明、小林良二、内藤広行、石川順一、今野武津子、畑山由起子、中

館尚也、畑江芳郎、武田武夫. 小児急性リンパ性白血病における 14q23 転

座染色体の臨床的意義. 臨床血液 1991; 32: 19-23 
 小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一、松本隆任、外岡立人. Tumor lysis 

syndrome による非乏尿性腎不全を合併した慢性骨髄性白血病リンパ芽球

性転化の 1 例. 臨床血液 1991; 32: 43-46 
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 鹿野高明、内藤広行、小林良二、石川順一、今野武津子、畑山由起子、中

舘尚也、畑江芳郎、武田武夫、高瀬愛子. 小児急性非リンパ性白血病 53
例における細胞遺伝学的研究. 臨床血液 1991; 32: 766-772 

 小林良二、比嘉エリザベット、有岡秀樹、内藤広行、石川順一 rG-CSF
が有効であった重症再生不良性貧血の1例. －皮下留置カテーテル(インス

フロン)による週 2 回皮下投与の経験－ 小児科診療 1992; 55: 1145-1150 
 比嘉エリザベット、小林良二、内藤広行、石川順一 . Etoposide、

cyclophosphamide が有効であった Wilms 腫瘍の 1 例. 小児科臨床 1992; 
45: 1275-1278 

 佐野仁美、阿部修司、有岡秀樹、小林良二、内藤広行、岡野素彦、石川順

一、川口真男. 軟部腫瘍との鑑別が困難であった先天性第ⅩⅢ因子欠乏症

の 1 例. 小児科臨床 1992; 45: 2282-2285 
 佐々木文章、石村美樹、秦温信、内野純一、石川順一、内藤広行、小林良

二. 神経芽腫に対するシスプラチン誘導体の効果 －MTT assay による

制癌剤感受性試験－ 小児がん 1992; 29: 310-314 
 Shikano T, Ishikawa Y, Naito H, Kobayashi R, Nakadate H, Hatae Y, 

Takeda T. Cytogenetic characteristics of childhood non-Hodgkin 
lymphoma. Cancer 1992; 70: 714-719 

 有岡秀樹、小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一. 骨原発非ホジキン

リンパ腫 3 例の表面マーカーを中心とした検討. 日本小児血液学会雑誌 
1992; 6: 485-487 

 内藤広行、有岡秀樹、小林良二、鹿野高明、石川順一. 型インターフェロ

ンにより慢性期を維持し、同種骨髄移植を施行した CML の 1 例. 日本小

児血液学会雑誌 1992; 6: 264-268 
 小林良二、有岡秀樹、内藤広行、石川順一、富樫武弘. 小児急性リンパ性

白血病に合併したウイルス性脳炎の 2 例. 日本小児血液学会雑誌 1992; 6: 
227-231 

 石川順一、有岡秀樹、小林良二、内藤広行. サイクロスポリン、ALG、メ

チルプレドニゾロンの3剤併用療法が有効であった再生不良性貧血の2例. 
臨床血液 1992; 33: 1697-1702 

 内藤広行、比嘉エリザベット、小林良二、鹿野高明、石川順一、野島孝之. 
初発時に高度な骨髄浸潤を伴い、2;13 転座を認めた胞巣型横紋筋肉腫の 1
例. 臨床血液 1992; 33: 238-243 

 有岡秀樹、小林良二、内藤広行、石川順一. CA19-9、CA125 の著明高値を

認めた小児卵巣成熟奇形腫の 1 例. 小児科診療 1993; 56: 477-480 
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 石川順一、有岡秀樹、小林良二、内藤広行、岡野素彦、崎山幸雄. 皮下留

置カテーテルを用いたサイトカイン投与法の検討. 小児科臨床 1993; 46: 
2549-2552 

 有岡秀樹、小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一、高橋美智子、桑島

滋. 黄疸を主訴に発症したバーキットリンパ腫の 1 例. 小児科臨床 1993; 
46: 2472-2476 

 白石秀明、有岡秀樹、小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一、細田昭

夫 . 急 性 骨 髄 性 白 血 病 FAB 分 類 (French-American-British 
classification)M0 の 1 例. 小児科臨床 1993; 46: 2627-2631 

 Ishikawa Y, Okano M, Arioka H, Kobayashi R, Naito H, Sakiyama Y. 
Painless and safe subcutaneous catheter for injection of various 
cytokines in patients with hematological disorders. Pediatric 
Hematology and Oncology 1993; 10: 205-206 

 小林良二. 小児造血器疾患における末梢血 CD34 陽性細胞の動態. 臨床小

児医学 1993; 41: 277-287 
 Hashino S, Imamura M, Kasai M, Higa T, Naohara T, Sakamaki S, 

Matsunaga T, Kohgo Y, Kohda K, Nakazawa O, Ishikawa Y, Naito H, 
Kobayashi R, Oka T, Suzuki Y, Shimizu S, Hinoda Y, Yachi A, Kohno M, 
Ohmoto A, Kudoh T, Miyazaki T and Hokkaido Society of Bone Marrow 
Transplantation. Bone marrow transplantation for hematological 
disease in Hokkaido -June 1985 to December 1991. Jpn J Clin Oncol 
1993; 23: 166-172 

 Shikano T, Arioka H, Kobayashi R, Naito H, Ishikawa Y. Jumping 
translocation of 1q in Burkitt lymphoma and acute nonlymphocytic 
leukemia. Cancer Genet Cytogenet 1993; 71: 22-26 

 石川順一、有岡秀樹、小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川信義. 小児急

性非リンパ性白血病の治療成績 －de novo ANLLと secondary ANLLの

比較－ 日本小児血液学会雑誌 1993; 7: 489-494 
 鹿野高明、有岡秀樹、小林良二、内藤広行、石川順一. 極めて治療抵抗性

であった Ki-1 リンパ腫の 1 例 －小児例の予後因子の文献的検討も含め

て－ 日本小児血液学会雑誌 1993; 7: 149-153 
 有岡秀樹、小林良二、内藤広行、鹿野高明、石川順一. 腸重積症を合併し

た AML(M0)の 1 例. 日本小児血液学会雑誌 1993; 7: 601-604 
 石川順一、有岡秀樹、小林良二、内藤広行. サイクロスポリン依存性再生
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の解析. 第 23 回北海道小児血液研究会 札幌市 2007/11/17 
 小林良二、鈴木信寛、吉田真、飯塚進、工藤亨. 小児血液腫瘍性疾患患者

に対する micafungin の有用性・安全性の検討. 第 49 回日本小児血液学会 
仙台市 2007/12/15 

 小林良二、佐藤智信、鈴木大介、市川瑞穂、金田 眞、有賀 正. 小児血

液腫瘍性疾患に合併した侵襲性真菌感染症 -単一施設における 10 年間の

検討- 真菌症フォーラム第 9 回学術集会 東京都 2008/2/9 
 小林良二、鈴木大介、市川瑞穂、佐藤智信、金田 眞、有賀 正. 小児造

血幹細胞移植におけるmicafunginによる侵襲性真菌感染症予防の検討(ワ
ークショップ). 第 30 回日本造血細胞移植学会 大阪市 2008/3/1 

 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦、窪田満、竹田優子. 同胞間骨

髄移植を行ったムコ多糖症Ⅱ型の 1 男児例. 先天代謝疾患造血幹細胞移植

検討会 東京都 2008/3/20 
 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦、中嶋雅秀、金田 眞、井口晶

裕、吉田 真. 小児悪性固形腫瘍に対する同種造血幹細胞移植の検討. 第
19 回北海道造血細胞移植研究会 札幌市 2008/5/10 

 小林良二. 新プロトコールの提案 HLA 一致同胞間骨髄移植. 第 15 回小

児再生不良性貧血治療研究会 名古屋市 2008/5/31 
 小林良二、佐藤智信、中嶋雅秀、金田眞、井口晶裕. 小児血液疾患・悪性

腫瘍における発熱性好中球減少症に対する TAZ/PIPC+CAZ および

SBT/ABPC+AZT の有用性の検討 . 第 70 回日本血液学会  京都市 
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2008/10/11 
 小林良二. 小児血液腫瘍性疾患における febrile neutropenia の治療(教育

セミナー). 第 57 回日本感染症学会東日本地方会学術集会、第 55 回日本化

学療法学会東日本支部総会 合同学会 さいたま市 2008/10/23 
 小林良二. 小児血液・悪性腫瘍疾患における深在性真菌症に対するミカフ

ァンギンの有効性検討. 第 4 回北海道小児血液真菌症研究会 札幌市 
2008/10/31 

 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦. 血球貪食症候群で発症した末

梢 T 細胞リンパ腫小児例. 第 6 回豊平河畔小児医療研究会 札幌市 
2008/11/7 

 小林良二、佐藤智信、金田真、井口晶裕、吉田真. 小児急性リンパ性白血

病に対する臍帯血移植の検討. 第 50 回日本小児血液学会、第 24 回日本小

児がん学会 幕張 2008/11/14 
 小林良二. 小児血液腫瘍と真菌感染症(ランチョンセミナー). 第 50 回日本

小児血液学会、第 24 回日本小児がん学会 幕張 2008/11/15 
 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦. 小児造血幹細胞移植における

至適シクロスポリン血中濃度の測定の検討(ワークショップ). 第 31回日本

造血細胞移植学会 札幌市 2009/2/5 
 小林良二. 造血幹細胞移植と真菌感染症(モーニングセミナー). 第 31 回日

本造血細胞移植学会 札幌市 2009/2/6 
 小林良二. 小児白血病治療の現況. 千歳恵庭小児科医会勉強会 千歳市 

2009/2/13 
 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦 . 血球貪食症候群で発症し

た末梢 T 細胞リンパ腫小児例. 第 19 回北海道小児血液セミナー 札幌市 
2009/2/20 

 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦 . 児血液腫瘍性疾患におけ

るイトラコナゾール内用液による深在性真菌感染症予防の検討. 真菌症フ

ォーラム第 10 回学術集会 名古屋市 2009/2/21 
 

 小林良二、佐藤智信、安田一恵、小林邦彦 . 小児造血幹細胞移植にお

ける至適シクロスポリン血中濃度の測定の検討. 第 34 回札幌市医師会医

学会 札幌市 2009/2/22 
 Kobayashi R, Tanaka F, Takashima Y, Inada H, Kikuchi A, Kumagai 

M, Sunami S, Nakagawa A, Fukano R, Fujita N, Mitsui T, Tsurusawa 
M,Mori T, lymphoma committee, Japanese Pediatric Leukemia 
/Lymphoma Study Group. Non-anaplastic peripheral T-cell lymphoma 
in pediatric patients: retrospective analysis in Japan. Third 
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International Symposium on Childhood, Adolescent and Young Adult 
Non-Hodgkin’s Lymphoma Frankfurt 2009/6/13 

 小林良二. 札幌北楡病院小児科での小児がん長期フォローアップの取り組

み. 厚生労働科学研究費補助金 小児がん治療患者の長期フォローアップ

とその体制整備に関する研究班班会議 名古屋市 2009/6/20 
 小林良二. 化学療法・造血幹細胞移植における真菌感染症対策について(特

別講演). 東京小児がん研究グループ秋季セミナー つくば市 2009/9/13 
 小林 良二、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦、高梨久仁子、早坂 格、森

岡圭太、泉 岳、那須 敬、植竹公明、松本憲則. 急性リンパ性白血病維

持療法中に血球貪食症候群を合併した症例の検討. 第 26 回北海道小児血

液研究会 札幌市 2009/10/17 
 Kobayashi R, Tanaka F, Takashima Y, Inada H, Kikuchi A, Kumagai 

M, Sunami S, Nakagawa A, Fukano R, Fujita N, Mitsui T, Tsurusawa 
M, Mori T, Lymphoma committee, Japanese Pediatric Leukemia 
/Lymphoma Study Group. Peripheral T-Cell Lymphoma and Natural 
Killer / T-Cell Lymphoma in Pediatric Patients. 第 71 回日本血液学会 
京都市 2009/10/25 

 小林良二. JPLSG 稀なリンパ腫後方視的調査報告. 厚生労働科学研究費補

助金 がん臨床研究事業 小児がんに対する標準治療・診断確率のための

研究班班会議 名古屋市 2009/11/8 
 小林良二. 造血幹細胞移植、特に臍帯血移植と合併症(特別講演). 第 31 回

東海小児造血細胞研究会 名古屋市 2009/11/10 
 小林良二. 小児血液・悪性腫瘍疾患における深在性真菌症に対するミカフ

ァンギンの有効性検討. 第 5 回北海道小児血液真菌症研究会 札幌市 
2009/11/13 

 小林良二、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 小児血液腫瘍性疾患における

イトラコナゾール内用液による深在性真菌感染症予防の検討. 第 51 回日

本小児血液学会、第 25 回日本小児がん学会 浦安市 2009/11/27 
 

 小林良二. 再生不良性貧血に対する造血幹細胞移植(教育セミナー). 第 51
回日本小児血液学会、第 25 回日本小児がん学会 浦安市 2009/11/27 

 小林良二、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦 . 造血幹細胞移植後早期に

合併した敗血症の検討(ワークショップ). 第 32 回日本造血細胞移植学会 
浜松市 2010/2/19 

 小林良二. 小児血液・腫瘍性疾患の化学療法・造血幹細胞移植における真

菌感染症(ランチョンセミナー). 第 32 回日本造血細胞移植学会 浜松市 
2010/2/20 
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 小林良二. 移植後の感染症への対応(特別講演). 第 1 回さいたま小児血液

ミーティング さいたま市 2010/3/5 
 小林良二、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦 小児急性骨髄性白血病に

おけるボリコナゾールによる深在性真菌感染症予防の検討 真菌症フ

ォーラム第 11 回学術集会 東京都 2010/3/13 
 小林良二、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 遺伝性鉄芽球性貧血の 2 症例. 

札幌市小児科医会研究会 札幌市 2010/3/23 
 小林良二、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 造血幹細胞移植後早期に合併

した blood stream infection の検討. 第 21 回北海道造血細胞移植研究会 
札幌市 2010/5/8 

 Kobayashi R, Suzuki D, Yasuda K, Kobayashi K. Prophylactic use of 
voriconazole for invasive fungal infection  in pediatric patients with 
AML. 第 72 回日本血液学会 横浜市 2010/9/24 

 小林良二. Febrile Neutropenia を中心とした小児造血器疾患の感染症治

療戦略(ランチョンセミナー). 第 42 回日本小児感染症学会  仙台市 
2010/11/28 

 小林良二、田中文子、高嶋能文、稲田浩子、中澤温子、森 鉄也、鶴澤正

仁. 本邦における濾胞性リンパ腫の検討. 第 52 回日本小児血液学会 大阪

市 2010/12/17 
 小林良二、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 小児血液腫瘍性疾

患における liposomal amphotericinの安全性に関する検討. 真菌症フォー

ラム第 12 回学術集会 東京都 2011/2/5 
 小林良二、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 小児血液・腫瘍性

疾患における発熱性好中球減少症に対する -globulin の有用性に関する検

討. 第 36 回札幌市医師会医学会 札幌市 2011/2/20 
 小林良二、佐野弘純、鈴木大介、井口晶裕、鳥海尚久、更科岳大、吉田真、

緒方正男. 小児造血幹細胞移植症例における HHV6 感染症に関する検討

(ワークショップ). 第 33 回日本造血細胞移植学会 松山市 2011/3/10 
 

 小林良二. 疫学研究登録と連携した稀なリンパ腫登録・観察研究. 平成 23 
年度第 1 回足立班・堀部班・牧本班・清河班合同班会議 名古屋市 2011/6/17 

 小林良二. Febrile Neutropenia を中心とした小児造血器疾患の感染症治

療戦略(教育セミナー). 第 47 回周産期新生児医学会 札幌市 2011/7/12 
 小林良二. 抗真菌薬の特徴と使い分け. 第 4 回小児感染症専門医育成フォ

ーラム学術集会 東京都 2011/7/31 
 小林良二. 小児造血器疾患における febrile neutropeniaに対する抗生剤比

較試験. 第 1 回小児 febrile neutropenia 研究会 東京都 2011/8/12 
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 小林良二. 血友病の治療の実際 帯 広 血 友 病 懇 話 会 . 帯 広 市 
2011/10/4 

 Kobayashi R, Sano H, Suzuki D, Yasuda K, Iguchi A, Kobayashi K. 
Hypergammaglobulinemia in patients with pediatric hematological 
malignancy. 第 73 回日本血液学会 名古屋市 2011/10/15 

 小林良二. リンパ腫委員会 rare disease. 厚生労働科学研究費補助金 

がん臨床研究事業 小児造血器腫瘍に対する標準治療・診断確立のための

研究班班会議 名古屋市 2011/11/5 
 小林良二、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 小児慢性特発性血

小板減少性紫斑病に対する トロンボポエチン受容体作動薬 エルトロン

ボパグ オラミン(レボレード)の使用経験. 第 9 回豊平河畔小児医療研究会 
札幌市 2011/11/8 

 小林良二、山本将平、太田秀明、牧本 敦、矢部普正、河 敬世、加藤剛

二、坂巻 壽、熱田由子、井上雅美. 本邦における横紋筋肉腫造血幹細胞

移植 488 例の検討. 第 53 回日本小児血液・がん学会 前橋市 2011/11/25 
 小林良二、牧本 敦、小田 慈、矢部普正、熱田由子、井上雅美. 本邦に

おける網膜芽細胞腫造血幹細胞移植 35 例の検討. 第 53 回日本小児血液・

がん学会 前橋市 2011/11/26 
 小林良二、小川 淳、菊田 敦、矢部普正、河 敬世、加藤剛二、坂巻 壽、

熱田由子、井上雅美. 本邦におけるウイルムス腫瘍ならびに類縁疾患造血

幹細胞移植 89 例の検討 . 第 53 回日本小児血液・がん学会  前橋市 
2011/11/26 

 小林良二. 小児血液腫瘍性疾患における febrile neutropeniaの治療と課題

(ランチョンセミナー ). 第 53 回日本小児血液・がん学会  前橋市 
2011/11/27 

 小林良二、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、井口晶裕、小林邦彦. 侵襲性

真菌感染症を合併した小児造血幹細胞移植症例の検討. 真菌症フォーラム

第 13 回学術集会 東京都 2012/2/18 
 

 小林良二、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、井口晶裕、小林邦彦. 侵襲性

真菌感染症を合併した小児造血幹細胞移植症例の検討. 第 34 回日本造血

細胞移植学会 大阪市 2012/2/24 
 小林良二. 高用量投与の是非について考える－小児への投与－ 重症感染

症の治療ストラテジーはどのように変化するか－メロペン 3g 用量上限変

更承認にあたり－ 仙台市 2012/3/17 
 小林良二. リンパ腫委員会 稀なリンパ腫. 厚生労働科学研究費補助金 

がん臨床研究事業 小児造血器腫瘍に対する標準治療・診断確立のための
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研究班班会議 名古屋市 2012/6/16 
 小林良二 . 血球貪食症候群 . 第 30 回北海道血液症例検討会  札幌市 

2012/7/6 
 Kobayashi R, Suzuki D, Sano H, Kishimoto K, Yasuda K, Kobayashi K. 

Effect of meropenem with or without immunoglobulin as second-line 
therapy for febrile neutropenia in pediatric patients. 第 74 回日本血液

学会 京都市 2012/10/19 
 Kobayashi R, Fujita N, Mitsui T, Iwasaki F, Suzumiya J, Kuroda H, 

Nishimura R, Sasahara Y, Takeshita Y, Kato K, Okumura H, 
Sakamaki H, Yabe H, Kawa K, Kato K, Suzuki R. Stem Cell 
Transplantation for Pediatric Patients with Non-Anaplastic Peripheral 
T-Cell Lymphoma in Japan. Fourth International Symposium on 
Childhood, Adolescent and Young Adult Non-Hodgkin’s Lymphoma 
New York 2012/11/1 

 小林良二. リンパ腫委員会報告. 厚生労働科学研究費補助金 がん臨床研

究事業 小児造血器腫瘍に対する標準治療・診断確立のための研究班班会

議 名古屋市 2012/11/11 
 Kobayashi R, Suzuki N, Yoshida M, Iizuka S, Suzuki D, Sano H, Kudoh 

T. Efficacy and safety of micafungin for febrile neutropenia in pediatric 
patients with hematological malignancies. 第 5 回北海道小児血液真菌症

研究会 札幌市 2012/11/16 
 小林良二、岸本健治、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 鉄過剰

症に対して deferasirox を投与して造血幹細胞移植を行った 2 小児例. 第
16 回ノバルティス血液・がんフォーラム 札幌市 2012/11/17 

 小林良二. 小児における真菌症マネジメント(ランチョンセミナー). 第 54
回日本小児血液・がん学会 横浜市 2012/11/30 

 Kobayashi R. Mesenchymal Stem Cell for Pediatric Patients with acute 
Graft versus Host Disease  - Experience of Japanese pediatric patient 
-  (シンポジウム). 第 54 回日本小児血液・がん学会 横浜市 2012/12/1 

 Kobayashi R, Kishimoto K, Sano H, Suzuki D, Yasuda K, Kobayashi K. 
Eltrombopag olamine for the treatment of pediatric idiopathic 
thrombocytopenic purpura (ワークショップ). 第 54 回日本小児血液・が

ん学会 横浜市 2012/12/2 
 小林良二. 小児 febrile neutropenia 研究の幕明け. 第 11 回キャンディン

研究会 東京都 2013/3/2 
 小林良二. WG 活動報告  9： 悪性リンパ腫（ML） 【小児】 第 35 回日

本造血細胞移植学会 金沢市 2013/3/7 
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 小林良二、田中淳司、橋野 聡、太田秀一、鳥本悦宏、柿木康孝、山本 聡、

黒沢光俊、畠山直樹、長谷山美仁、酒井 基、佐藤一也、福原 敬. 造血

幹細胞移植に合併した 血球貪食症候群の検討 . 第 35 回日本造血細胞移

植学会 金沢市 2013/3/8 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 第 17 回小児白血病研究会総会 大阪市 

2013/5/25 
 小林良二. 小児 febrile neutropenia と深在性真菌症の治療. 第 5 回信州血

液フォーラム 松本市 2013/6/8 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 厚生労働科学研究費補助金 がん臨床研

究事業 小児造血器腫瘍に対する標準治療・診断確立のための研究班班会

議 名古屋市 2013/6/21 
 小林良二. まれなリンパ腫. 厚生労働科学研究費補助金 がん臨床研究事

業 小児造血器腫瘍に対する標準治療・診断確立のための研究班班会議 
名古屋市 2013/6/22 

 小林良二. 小児末梢性 T 細胞リンパ腫の特徴と治療(シンポジウム). 第 93
回北海道医学大会血液分科会・第 55 回日本血液学会秋季北海道地方会 札
幌市 2013/9/21 

 小林良二、阿部修司、藤田祥二、高橋 俊行、廣瀬 三恵子. 治療に苦慮

しているインヒビター陽性血友病 B の 1 症例. 血友病 B インヒビター

WEB 懇話会 2013/10/4 
 Kobayashi R, Kishimoto K, Sano H, Suzuki D, Yasuda K, Kobayashi K. 

Analysis of hypokalemia as side effect of liposomal amphotericin in 
pediatric patients. 第 75 回日本血液学会 札幌市 2013/10/13 

 小林良二. まれなリンパ腫. 厚生労働科学研究費補助金 がん臨床研究事

業 小児造血器腫瘍に対する標準治療・診断確立のための研究班班会議 
名古屋市 2013/11/16 

 小林良二. 小児血液疾患における深在性真菌症の予防と治療. エリアフォ

ーラム in 盛岡 盛岡市 2013/11/18 
 

 Kobayashi R, Takimoto T, Nakazawa A, Fujita N, Akazai A, Yamato K, 
Yazaki M, Deguchi T, Hashii Y, Kato K, Hatakeyama N, Horibe K, Hori 
H, Oda M. Long term results of JACLS NHL-T98 protocol for patients 
with advanced T-NHL(ワークショップ). 第 55 回日本小児血液・がん学会 
福岡市 2013/11/30 

 小林良二、鈴木大介、佐野弘純、岸本健治、安田一恵、小林邦彦. 小児血

液腫瘍性疾患における liposomal amphotericin の副作用としての低カリ

ウム血症の検討. 真菌症フォーラム第 15 回学術集会 東京都 2014/2/8 
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 小林良二. WG 活動報告  9： 悪性リンパ腫（ML） 【小児】 第 36 回日

本造血細胞移植学会 宜野湾市 2014/3/7 
 小林良二、矢部普正、菊地陽、工藤寿子、吉田奈央、渡邊健一郎、村松秀

樹、高橋義行、井上雅美、康勝好、稲垣二郎、岡本康裕、坂巻壽、河敬世、

加藤剛二、鈴木律郎、小島勢二. 小児特発性再生不良性貧血における移植

後血流感染症の合併に関する検討. 第 36 回日本造血細胞移植学会 宜野湾

市 2014/3/7 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 第 18 回小児白血病研究会総会 吹田市 

2014/5/17 
 小林良二. 小児血液疾患における細菌および真菌感染症の実態と予防・治

療. 小児血液感染症フォーラム in 宮城 仙台市 2014/6/13 
 小林良二、佐野弘純、岸本健治、鈴木大介、安田一恵、井口晶裕、小林邦

彦. 侵襲性真菌感染症を合併した小児造血幹細胞移植症例の検討. 第25回
北海道造血細胞移植研究会 札幌市 2014/6/28 

 小林良二. 造血幹細胞移植の現状と今後. 第26回北海道輸血シンポジウム 
札幌市 2014/7/25 

 小林良二、岸本健治、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦、阿部 修

司、藤田 祥二、廣瀬 三恵子. Rituximab 併用免疫寛容療法を施行した

血友病 B の 1 症例. 第 20 回北海道血友病研究会 札幌市 2014/8/23 
 小林良二. 小児骨髄異形成症候群の診断と治療(シンポジウム). 第 56 回日

本血液学会秋季北海道地方会 札幌市 2014/9/27 
 小林良二. 小児血液疾患における細菌および真菌感染症の実態と予防・治

療. 小児血液・がんセミナーin 東京 府中市 2014/10/19 
 Kobayashi R, Suzuki D, Sano H, Kishimoto K, Yasuda K, Kobayashi K. 

PIPC/TAZ versus MEPM as empirical therapy for fever in severe 
neutropenic pediatric patients. 第 76 回日本血液学会学術集会 大阪市 
2014/11/2 

 小林良二. ボリコナゾールの小児に対する有効性・安全性. ブイフェンド

小児適応追加記念講演会 東京都 2014/11/22 
 Kobayashi R, Sano H, Kishimoto K, Suzuki D, Yasuda K, Fujita S, 

Hirose M, Abe S, Kobayashi K. Successful treatment of immune 
tolerance induction with rituximab in a patient with severe hemophilia 
B and inhibitor. 第 56 回日本小児血液・がん学会学術集会 岡山市 
2014/11/28 

 小林良二. 血液腫瘍性疾患におけるAYA世代治療の問題点(シンポジウム). 
第 56 回日本小児血液・がん学会学術集会 岡山市 2014/11/28 

 小林良二. 造血幹細胞移植後の感染症(教育セッション). 第 56 回日本小児
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血液・がん学会学術集会 岡山市 2014/11/30 
 小林良二. 小児造血器腫瘍患者の真菌感染症管理 -ガイドライン 2014 を

踏まえて-(ランチョンセミナー). 第 56 回日本小児血液・がん学会学術集会 
岡山市 2014/11/30 

 小林良二. ボリコナゾールの小児に対する有効性・安全性. ブイフェンド

小児適応追加記念講演会 大阪市 2015/1/24 
 小林良二、佐野弘純、岸本健治、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 小児 AML

における予防的 voriconazole 投与による髄液中濃度の検討. 真菌症フォー

ラム第 16 回学術集会 東京都 2015/2/14 
 小林良二. WG 活動報告  9： 悪性リンパ腫（ML） 【小児】 第 37 回日

本造血細胞移植学会 神戸市 2015/3/5 
 小林良二. 小児血液腫瘍性疾患における 抗真菌薬の使い分け(イブニング

セミナー). 第 37 回日本造血細胞移植学会 神戸市 2015/3/6 
 小林良二、鈴木大介、佐野弘純、岸本健治、井口晶裕、安田一恵、小林邦

彦. 臍帯血移植における重症急性 GVHD 発症因子の検討. 第 37 回日本造

血細胞移植学会 神戸市 2015/3/7 
 小林良二. 血液腫瘍性疾患における AYA 世代治療の問題点(特別講演). 第

36 回城北血液懇話会 東京都 2015/3/13 
 小林良二. ケースカンファレンス(ムーコル症を罹患しながら造血幹細胞

移植を施行した AML 症例). 第 5 回小児 febrile neutropenia 研究会 大阪

市 2015/4/17 
 小林良二. 造血幹細胞移植後の感染症(特別講演). 第 61 回千葉造血幹細胞

移植研究会 千葉市 2015/4/25 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 第 19 回小児白血病研究会総会 吹田市 

2015/5/23 
 小林良二. リンパ腫委員会委員長報告. 日本医療研究開発機構革新的がん

医療実用化研究事業合同班会議 名古屋市 2015/6/19 
 
 

 小林良二. 小児リンパ腫の標準的治療法確立のための研究班報告. 日本医

療研究開発機構革新的がん医療実用化研究事業合同班会議 名古屋市 
2015/6/19 

 小林良二. 血友病 B の ITI とサルベージとしての rituximab の使用. 第 15
回 Haemostasis 研究会 広島市 2015/7/4 

 小林良二. 全体ケーススタディ 血液疾患の感染症. 第 8 回研修医のため

の血液学セミナー 大津市 2015/7/11 
 小林良二. 小児の血液疾患と感染症. 南大阪小児血液がん連携セミナー 
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大阪市 2015/7/24 
 小林良二. 小児真菌感染症の診断と治療. ICT 感染管理講演会 帯広市 

2015/9/10 
 小林良二. 小児領域における真菌予防対策. ブイフェンド全国講演会 東

京都 2015/9/12 
 小林良二. 子どもの感染症について. 北東白石地区地域健康教室 札幌市 

2015/9/16 
 小林良二. 小児真菌感染症の診断と治療. 小児感染症brush upフォーラム 

東京都 2015/10/2 
 小林良二、堀大紀、岸本健治、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦彦. 

小児血液腫瘍性疾患における深在性真菌症発症因子の検討. 第 59 回日本

医真菌学会学術集会 札幌市 2015/10/9 
 Kobayashi R, Hori D, Kishimoto K, Suzuki D, Yasuda K, Kobayashi K. 

Voriconazole concentration of cerebrospinal fluid at prophylactic use in 
children and adolescents with acute myelogenous leukemia.  第 77 回

日本血液学会 金沢市 2015/10/16 
 Kobayashi R, Tanaka F, Nakazawa A, Ueyama J, Sunami S, Mitsui T, 

Koga Y, Mori T, Osumi T, Fukano R, Ohki K, Sekimizu M, Mori T. 
Follicular lymphoma of children in Japan. Fifth International 
Symposium on Childhood, Adolescent and Young Adult Non-Hodgkin’s 
Lymphoma Varese 2015/10/22 

 小林良二. Febrile neutropenia に対する抗真菌剤の位置付け. 第 1 回小児

深在性真菌症カンファレンス 札幌市 2015/10/30 
 小林良二、堀 大紀、岸本健治、佐野弘純、鈴木大介、安田一恵、小林邦

彦. 鉄過剰症に対して deferasirox を投与して造血幹細胞移植を行った小

児再生不良性貧血症例. 小児血液・がんセミナーin 北海道 2015 札幌市 
2015/10/31 

 小林良二. 小児血液疾患における細菌および真菌感染症の実態と予防・治

療. エリアフォーラム in 三重 津市 2015/11/6 
 Kobayashi R, Tanaka F, Nakazawa A, Ueyama J, Sunami S, Mitsui T, 

Koga Y, Mori T, Osumi T, Fukano R, Ohki K, Sekimizu M, Mori T. 
Follicular lymphoma of children in Japan. 第 57 回日本小児血液・がん

学会学術集会 甲府市 2015/11/27 
 小林良二. 小児 febrile neutropenia の治療戦略. 第 57 回日本小児血液・

がん学会学術集会 甲府市 2015/11/28 
 小林良二、三井哲夫、藤田直人、大隅朋夫、青木智広、青木一成、鈴木律

朗、福田隆浩、宮本敏浩、加藤剛二、中前博久、後藤裕明、衛藤徹也、井
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上雅美、森毅彦、一戸辰夫、澤田明久、熱田由子、鈴宮淳司. リンパ腫移

植例における AYA 世代と小児の比較検討. 第 38 回日本造血細胞移植学会

総会 名古屋市 2016/3/4 
 小林良二. 血友病 B の ITI とサルベージとしての rituximab の使用治療経

験 半減期延長型第 IX 因子製剤の PUPS 使用例を含めて. 第 2 回北海道

血友病検討会 in 札幌 札幌市 2016/3/26 
 小林良二、堀大紀、岸本健治、佐野弘純、鈴木大介、小林邦彦. Voriconazole

予防投与中の febrile neutropenia に対する liposomal amphotericin の有

用性の検討. 真菌症フォーラム第 22 回学術集会 東京都 2016/5/21 
 小林良二. 小児真菌感染症の診断と治療. 旭川小児血液勉強会 旭川市 

2016/6/14 
 小林良二. 研究班報告. 日本医療研究開発機構革新的がん医療実用化研究

事業合同班会議 名古屋市 2016/6/24 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 日本医療研究開発機構革新的がん医療実

用化研究事業合同班会議 名古屋市 2016/6/25 
 小林良二. 本邦における小児リンパ腫の治療の現況と問題点. 第55回愛媛

臨床血液懇話会 松山市 2016/7/8 
 小林良二. 全体ケーススタディ 血液疾患の感染症. 第 9 回研修医のため

の血液学セミナー 大津市 2016/7/9 
 小林良二. 半減期延長型製剤の治療経験－半減期延長型凝固第 VIII・第 IX

因子製剤のPUPS使用例も含めて－ 第2回Hemophilia Care Seminar in 
Hakodate 函館市 2016/9/26 

 Kobayashi R, Sekimizu M. Lymphoma of AYA generation: from 
pediatrician (symposium). 第 78 回日本血液学会 横浜市 2016/10/15 

 小林良二、堀大紀、岸本健治、佐野弘純、鈴木大介、小林邦彦. 発熱性好

中球減少症に対する免疫グロブリンの有用性の検討. 第 14 回豊平河畔小

児医療研究会 札幌市 2016/10/28 
 小林良二. febrile neutropenia に対する抗真菌剤の位置付け. 第 2 回北海

道深在性真菌症カンファレンス 札幌市 2016/11/11 
 小林良二. 北海道地区における小児血液腫瘍性疾患診療の地域連携(ワー

クショップ ). 第 58 回日本小児血液・がん学会学術集会  東京都 
2016/12/16 

 小林良二. AYA 世代のリンパ腫治療(ランチョンセミナー). 第 58 回日本小

児血液・がん学会学術集会 東京都 2016/12/17 
 小林良二、寺下友佳代、鈴木雅彦、中嶋雅秀、上野倫彦、藤田祥二、堀大

紀、佐野弘純、鈴木大介、小林邦彦. 小児造血幹細胞移植後の長期フォロ

ーアップ患者における腎機能の検討. 第 39 回日本造血細胞移植学会 松江
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市 2017/3/3 
 小林良二. 小児科領域における移植時の真菌感染マネジメント(イブニン

グセミナー). 第 39 回日本造血細胞移植学会 松江市 2017/3/3 
 小林良二. 移植前処置の選択(教育セミナー). 第 39 回日本造血細胞移植学

会 松江市 2017/3/4 
 小林良二、堀大紀、佐野弘純、岸本健治、鈴木大介、小林邦彦. Febrile 

neutropenia に対するガンマグロブリン製剤併用抗生剤投与の有用性の検

討. 第 120 回日本小児科学会学術集会 東京都 2017/4/15 
 小林良二. 予防と治療－小児領域の和製エビデンス－(シンポジウム). 第

23 回真菌症フォーラム学術集会 東京都 2017/5/27 
 小林良二、堀大紀、佐野弘純、鈴木大介、小林邦彦. Liposomal amphotericin

による低カリウム血症発症因子の検討. 第 23 回真菌症フォーラム学術集

会 東京都 2017/5/27 
 小林良二. 小児深在性真菌症の予防と治療(特別講演). Hanshin 小児血液

疾患フォーラム 2017 神戸市 2017/6/9 
 小林良二. リンパ腫委員会報告(全体会議). 日本医療研究開発機構革新的

がん医療実用化研究事業合同班会議 東京都 2017/6/23 
 小林良二. リンパ腫委員会報告イントロダクション(分科会). 日本医療研

究開発機構革新的がん医療実用化研究事業合同班会議 東京都 2017/6/24 
 小林良二. 全体ケーススタディ 血液疾患の感染症. 第10回研修医のため

の血液学セミナー 大津市 2017/7/8 
 小林良二. 半減期延長製剤の治療経験(特別講演). The 5th Hemophilia 

meet the expert in Akita 秋田市 2017/7/22 
 小林良二. AYA 世代の急性リンパ性白血病治療の現状と問題点(シンポジ

ウム). 第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会 神戸市 2017/7/27 
 小林良二. 小児血液疾患診療における ガンマグロブリン製剤の有用性(特

別講演). 第 22 回神奈川小児血液・感染症フォーラム 横浜市 2017/9/8 
 小林良二. AYA 世代のリンパ腫治療(ランチョンセミナー). 第 59 回日本

小児血液・がん学会学術集会 松山市 2017/11/10 
 小林良二. 札幌北楡病院におけるオルプロリクスの使用経験と考察. WEB

講演会 2017/11/16 
 小林良二. 小児発熱性好中球減少症に対する抗真菌剤の役割. 第 3 回小児

深在性真菌症カンファレンス 札幌市 2017/11/17 
 小林良二. リンパ腫委員会報告(全体会議) . 日本医療研究開発機構革

新的がん医療実用化研究事業合同班会議 名古屋市 2017/11/24 
 小林良二. リンパ腫委員会報告イントロダクション(分科会). 日本医療研

究開発機構革新的がん医療実用化研究事業合同班会議  名古屋市 
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2017/11/24 
 小林良二. 小児再生不良性貧血造血幹細胞移植症例における混合キメラの

予後に関する検討(WG 成果発表会). 第 40 回日本造血細胞移植学会総会 
札幌市 2018/2/1 

 小林良二. 小児血液疾患診療におけるガンマグロブリン製剤の有用性(ス
イーツセミナー). 第 40 回日本造血細胞移植学会総会 札幌市 2018/2/2 

 小林良二. 造血幹細胞移植後感染症の発症因子とガンマグロブリンの関係

(ブレックファストセミナー). 第 40 回日本造血細胞移植学会総会 札幌市 
2018/2/3 

 小林良二. 移植前処置の選択(教育セミナー). 第 40 回日本造血細胞移植学

会総会 札幌市 2018/2/3 
 小林良二、堀大紀、佐野弘純、鈴木大介、岸本健治、小林邦彦. 小児血液

腫瘍性疾患における深在性真菌症発症因子の検討. 第 121 回日本小児科学

会学術集会 福岡市 2018/4/20 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 第 22 回 JACLS 総会 吹田市 2018/5/12 
 小林良二. 小児リンパ腫の標準的治療確立研究班紹介. 日本医療研究開発

機構革新的がん医療実用化研究事業合同班会議 名古屋市 2018/6/16 
 小林良二. リンパ腫委員会報告. 日本医療研究開発機構革新的がん医療実

用化研究事業合同班会議 名古屋市 2018/6/16 
 小林良二. 本邦における小児リンパ腫治療の現況と問題点. 日本小児血

液・がん学会教育セミナー 名古屋市 2018/6/17 
 小林良二. 発熱性好中球減少症に対する免疫グロブリンの有用性の検討. 

WEB 講演会 2018/6/20 
 小林良二、松島悟、堀大紀、佐野弘純、鈴木大介、小林邦彦. 発熱性好中

球減少症における抗生剤中止時期の検討. 第 16 回豊平河畔小児医療研究

会 札幌市 2018/10/30 
 小林良二. 血友病 B におけるインヒビター治療. Bioverativ medical 

meeting in Tokyo 東京都 2018/11/2 
 

 小林良二. 小児血液腫瘍性疾患における感染症治療. 小児血液腫瘍疾患・

免疫不全セミナー 広島市 2019/2/7 
 小林良二. 小児血液疾患領域における感染症. 血液腫瘍シンポジウム 東

京都 2019/2/16 
 小林良二. 小児・AYA 血液腫瘍患者における感染症(ランチョンセミナー). 

第 41 回日本造血細胞移植学会 大阪市 2019/3/8 
 小林良二. 北海道における小児血液疾患の診療連携. 第9回北海道血友病

学術講演会 札幌市 2019/3/30 
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 小林良二. 半減期延長製剤の使用経験－半減期延長凝固Ⅷ・Ⅸ因子製剤の

PUPs 使用経験も含めて－ Hemophilia Meeting Yamagata 山形市 

2019/4/12 
 小林良二、佐野弘純、松島悟、堀大紀、鈴木大介、小林邦彦. 発熱性好中

球減少症における抗生剤中止時期の検討. 第 122 回日本小児科学会学術集

会 金沢市 2019/4/20 
 小林良二、佐野弘純、松島悟、堀大紀、鈴木大介、小林邦彦.小児思春期血

液腫瘍性疾患における深在性真菌症発症因子の検討. 真菌症フォーラム

2019 大阪市 2019/5/18 
 小林良二、中野貴明、松島悟、堀大紀、柳将人、鈴木大介、小林邦彦. 血

液腫瘍性疾患における小児と思春期若年成人の感染症の違い(シンポジウ

ム). 第 61 回日本血液学会秋季北海道地方会 札幌市 2019/9/28 
 小林良二. 血友病診療の最近の話題. 血友病セミナーin 釧路 釧路市 

2019/9/30  
 Kobayashi R，Matsushima S，Hori D，Sano H，Suzuki D, Kishimoto K，

Kobayashi K. Analysis of antibiotics discontinuation during bone 
marrow suppression in pediatric patients with FN. 第 81 回日本血液学

会学術集会 東京都 2019/10/11 
 小林良二. 造血幹細胞移植後の感染症. 岩手小児がんセミナー 盛岡市 

2019/11/8 
 小林良二. 小児深在性真菌感染症発症のリスク因子. 第 5 回北海道小児真

菌症カンファレンス 札幌市 2019/11/22 
 小林良二. 造血幹細胞移植後の感染症. 阪神小児がん治療講演会 大阪市 

2019/11/29 
 小林良二. インヒビター陽性血友病 B 症例の治療経験. 北海道血友病治療

懇話会 札幌市 2019/12/15 
 小林良二. 小児血液疾患における深在性真菌症マネージメント 埼玉

WEB セミナー 東京都 2020/2/14 
 

 小林良二. 小児造血幹細胞移植に伴う真菌感染症について 東海 WEB 講

演会 名古屋市 2020/2/21 
 小林良二. 単独施設における臨床研究 －論文の影に数々の闇が－ (シ

ンポジウム) 第 123 回日本小児科学会学術集会 神戸市 2020/8/22 
 Kobayashi R，Matsushima S，Hori D，Yanagi M，Kodama K，Sano H，

Suzuki D，Kobayashi K.  Efficacy of PIPC/TAZ and MEPM for febrile 
neutropenia of pediatric hematological patients.  第 82 回日本血液学会

学術集会 京都市(WEB) 2020/10/9 
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 小林良二. 血友病治療の問題点. 北海道血友病治療懇話会 札幌市(WEB) 
2020/11/13 

 小林良二、岸本健治、松島悟、堀大紀、柳将人、小玉浩弥、佐野弘純、鈴

木大介、山田雅文、小林邦彦. 先天性葉酸吸収不全症症例の calcium 
folinate 定期静注による治療経過. 第 62 回日本小児血液・がん学会学術集

会 福島市(WEB) 2020/11/20 
 小林良二、真部淳、堀司、更科岳生、小田孝憲、今野武津子、小林邦彦. 北

海道における入院高校生の学習支援の現状. 第 62 回日本小児血液・がん学

会学術集会 福島市(WEB) 2020/11/20 
 小林良二. 小児思春期患者における深在性真菌症の発症因子(シンポジウ

ム). 真菌症フォーラム 2020 東京都(WEB) 2020/11/29 
 小林良二. 小児思春期患者における深在性真菌症の発症因子と liposomal 

amphotericin の有用性と安全性 . 小児血液・がんフォーラム in 茨 
 水戸市(WEB) 2021/1/15 

 小林良二. 小児がん・血友病治療において AYA 世代の診療課題と対策. 北
海道 Web Seminar 札幌市(WEB) 2021/2/17 

 小林良二. 小児思春期患者における深在性真菌症の発症因子と liposomal 
amphotericin の有用性と安全性. 第 139 回沖縄臨床血液研究会 那覇市

(WEB) 2021/2/19 
 小林良二. 小児がん・血友病治療において AYA 世代の診療課題と対策. 北

海道 Web Seminar 札幌市(WEB) 2021/2/25 
 小林良二. 血友病診療の現状と緊急時の備え. 血友病安全情報 WEB セミ

ナー 釧路市 2021/4/5 
 小林良二、松島悟、堀大紀、柳将人、小玉浩弥、鈴木大介、小林邦彦. 当

科における高校生血液腫瘍患者の教育支援の現状. 第 56 回日本血液学会

春季北海道地方会 札幌市 2021/4/17 
 小林良二. 血友病診療の最前線. 血友病セミナーin 帯広 帯広市 2021/6/1 
 小林良二. 実臨床における血友病 B 診療の現状. 東北 HemophiliaB Web 

Seminar 札幌市(WEB) 2021/6/29 
 小林良二. 北海道の入院高校生の学習支援の現状. Torch Webinar in 

Hokkaido 札幌市(WEB) 2021/7/13 
 小林良二. 血液凝固第 XIII 因子欠乏症の診断と治療 -産科・小児科で希少

性疾患を見落とさないために- ノボノルディスク WEB 講演会 札幌市

(WEB) 2021/7/16 
 小林良二. 造血幹細胞移植後の感染症. 造血幹細胞移植後の合併症に関す

る研究会  札幌市(WEB) 2021/7/30 
 小林良二. COVID19 と血友病. 第 26 回北海道血友病研究会 札幌市 
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2021/8/28 
 Kobayashi R，Matsushima S，Hori D，Yanagi M，Kodama K，Sano H，

Suzuki D，Kobayashi K. Long term follow-up of renal function in 
patients used liposomal amphotericin. 第83回日本血液学会学術集会 仙
台市(WEB) 2021/9/25 

 小林良二. 小児科での血友病診療の実際. Hemophilia Young Experts 
Seminar 札幌市(WEB) 2021/10/15 

 小林良二. 高校生入院患者の遠隔教育への道のりと実際. 令和 3 年度第 11
回北海道大学病院小児がん拠点病院 Web 研修会  札幌市 (WEB) 
2021/10/16 

 小林良二. 血友病 B PUPs 例に対する半減期延長型第 IX 因子製剤(オルプ

ロリクス)使用の経験. 東北 HemophiliaB Web Conference 盛岡市(WEB) 
2022/1/28 

 小林良二. 血友病関節症の発症抑制と進行抑制のために. Hemophilia 
meeting 2022 札幌市(WEB ) 2022/4/2 

 小林良二. 北海道における血友病診療とヘムライブラ. 釧路血友病セミナ

ー 釧路市 2022/6/6 
 小林良二. 実臨床における血友病 B 診療の現状. 東日本血友病 B 診療セミ

ナー 山形市 2022/6/17 
 小林良二、松島悟、堀大紀、柳将人、佐野弘純、鈴木大介、小林邦彦.  小

児・AYA における急性リンパ性白血病治療後の腎機能の解析. 第 84 回日

本血液学会学術集会 福岡市 2022/10/14 
 小林良二. 小児ホジキンリンパ腫の治療戦略. 小児希少血液疾患 WEB セ

ミナー 札幌市(WEB) 2022/11/11 
 小林良二. 血友病診療の新たな潮流. Hemophilia Cross Talk 札幌市

(WEB) 2022/11/28 
 小林良二. 血友病診療の新たな展開. 血友病 WEB 講演会 東京都(WEB) 

2023/4/1 
 小林良二. 小児の関節症の現状について. Hemophilia Meeting 2023 札幌

市(WEB) 2023/4/8 
 小林良二 . 血友病診療の新たな潮流 . 帯広血友病セミナー  帯広市 

2023/5/9 
 小林良二 . 血友病診療の新たな潮流 . 釧路血友病セミナー  釧路市 

2023/6/5 
 小林良二. 実臨床における血友病 B 診療の診療経験. 北海道・東北血友病

B Web 講演会 札幌市(WEB) 2023/9/7 
 小林良二. 北海道における地方病院との連携による血友病診療. 小児血友



66 
 

病 update セミナーin 埼玉 さいたま市 2023/9/22 
 Kobayashi R, Matsushima S, Hori D, Yanagi M, Sano H, Suzuki D. 

Analysis of bacteremia at first line antibiotics treatment. 第 85 回日本

血液学会学術集会 東京都 2023/10/14 
 小林良二. 血友病診療の新たな潮流. Hemophilia Cross Talk 札幌市

(WEB) 2023/11/6 
 小林良二. 血友病診療の新たな潮流. Hemophilia Clinical Seminar in 北

日本 札幌市(WEB) 2023/11/30 


